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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
白
＆
黒
－
Ｔ
ｏ
 

ａ
 

ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
 

ｅ
ｎ
ｄ
－

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
８
２
８
Ｆ

【
作
者
名
】

　
ｒ
ｅ
ｒ
ｕ
ｋ
ａ

【
あ
ら
す
じ
】

　
ミ
ル
が
死
ん
で
す
ぐ
。
時
の
救
済
者
と
知
ら
さ
れ
る
。
長
野
県
、
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
、
ニ
ー
ム
に
呪
い
が
あ
る
。
そ
の
呪
い
の
元
凶
と
は
！
？
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Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
１
：
時
の
救
済
者

「
時
の
救
済
者
？
」

そ
う
ト
モ
は
、
言
っ
た
。
時
の
救
済
者
？
本
当
に
そ
う
思
っ
た
。

左
目
に
十
字
架
が
出
て
き
て
る
の
は
ミ
ル
が
死
ん
で
か
ら
だ
っ
た
。

ミ
ル
の
呪
い
が
オ
レ
に
移
っ
て
き
た
こ
と
は
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
に
知
ら
さ

れ
て
い
た
。

「
ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
も
出
来
る
。
」

「
て
こ
と
は
！
！
？
」

ミ
ル
も
時
の
救
済
者
。
救
済
者
が
死
ぬ
と
多
分
崩
壊
す
る
。

「
今
か
ら
、
長
野
行
き
ま
す
。
」

え
？
ミ
ル
・
・
・
・
・
。
そ
う
思
っ
て
泣
い
た
。

「
フ
ォ
ス
タ
ー
。
テ
ィ
キ
。
」

呪
い
の
放
出
場
所
は
長
野
。
そ
う
い
え
ば
！
？

「
ミ
ル
！
お
前
の
墓
も
長
野
だ
っ
た
な
。
呪
い
の
元
凶
は
お
前
か
？
」

呪
い
・
・
・
。
そ
う
い
え
ば
、
あ
の
大
阪
に
い
た
と
き
も
ミ
ル
は
な
に
か
と
戦

っ
て
い
た
。

あ
れ
は
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
な
の
か
？
キ
ュ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ン
！

「
！
？
」

『
推
定
距
離
２
０
０
ｍ
。
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
急
接
近
中
。
』

！
？
な
ん
だ
こ
れ
？

「
ト
モ
！
？
目
が
！
！
」

ん
？
触
っ
て
み
た
。
な
ん
に
も
な
っ
て
い
な
い
感
じ
だ
。

ズ
ッ
ド
ー
ン
！
！

『
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
。
Ｌ
ｖ
．
２
。
』

レ
ベ
ル
な
ん
て
あ
る
ん
だ
。
何
体
だ
！
？
７
体
！
！

「
装
着
！
」

『
ｌ
ｅ
ｔ
ｈ
ａ
ｌ
 

ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
』

ミ
ル
か
ら
も
ら
っ
た
剣
。
こ
れ
で
新
し
い
技
を
得
た
。
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『
第
二
の
目
の
管
理
人
。
こ
こ
で
の
戦
い
は
無
駄
で
す
。
移
動
し
て
下
さ
い
。
』

！
？
な
ん
で
？

ま
ぁ
い
い
や
。
従
っ
た
方
が
良
さ
そ
う
だ
し
。

「
テ
ィ
キ
、
何
か
見
え
た
？
」

「
ｌ
ｅ
ｔ
ｈ
ａ
ｌ
 

ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
以
外
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

そ
し
て
ト
モ
は
少
し
笑
っ
て
目
を
そ
ら
し
た
。
テ
ィ
キ
に
も
見
え
な
い
。
か
。

ま
さ
か
！
？
時
の
救
済
者
以
外
！
！
分
か
ら
な
い
の
か
！
？
謎
が
解
け
た
。
ミ

ル
は
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
と
戦
っ
て
た
。

テ
ィ
キ
。
お
前
ま
で
裏
切
る
な
よ
。
オ
レ
み
た
い
に
。
ス
テ
ラ
。

「
フ
ォ
ス
タ
ー
。
行
く
ぞ
。
」

ぼ
ー
っ
と
し
て
た
フ
ォ
ス
タ
ー
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ト
モ
。
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
が
見
え
る
。
」

え
？
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
は
救
済
者
以
外
？
考
え
ら
れ
る
の
は
２
つ
。

フ
ォ
ス
タ
ー
が
特
殊
な
目
の
持
ち
主
。

フ
ォ
ス
タ
ー
が
救
済
者
。

ど
っ
ち
で
も
い
い
。
フ
ォ
ス
タ
ー
に
は
。
未
来
を
託
す
。

「
ほ
っ
と
け
。
目
が
言
う
に
は
ほ
っ
と
い
た
方
が
い
い
ら
し
い
。
」

「
目
？
」

な
に
も
な
い
よ
と
い
う
風
に
首
を
振
っ
て
コ
ー
ト
を
着
て
新
幹
線
に
乗
っ
た
。

「
ま
だ
あ
る
ん
だ
な
。
新
幹
線
。
」

ま
ぁ
な
。
そ
う
い
っ
た
風
に
笑
い
、
目
を
背
け
た
。

「
ミ
ル
が
返
っ
て
来
る
訳
ね
ェ
だ
ろ
！
」

カ
チ
ン
！
怒
っ
た
。

「
帰
っ
て
こ
な
く
て
も
！
ミ
ル
は
大
事
な
仲
間
だ
ろ
？
」

「
ど
ん
な
理
由
で
も
付
き
人
に
、
そ
ん
な
不
機
嫌
な
顔
見
せ
ん
な
よ
。
」

フ
ォ
ス
タ
ー
！
！
そ
の
時
初
め
て
フ
ォ
ス
タ
ー
が
嫌
い
に
な
っ
た
。

「
理
由
？
そ
ん
な
の
言
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
。
ミ
ル
が
死
ん
で
不
機
嫌
な
ん
じ
ゃ

ね
ぇ
よ
。
」

フ
ォ
ス
タ
ー
。
違
う
ん
だ
よ
。
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Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
１
：
時
の
救
済
者
（
後
書
き
）

２
章
は
じ
ま
り
ま
す
！
！



5

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
２
：
Ｌ
Ｖ
．
５

静
岡
県
で
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
の
集
団
を
見
た
。

「
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
降
り
る
。
」

な
の
で
、
大
阪
ま
で
行
く
の
は
明
後
日
に
し
た
。
大
阪
。
ミ
ル
が
一
人
で
Ｈ
ｅ

ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
と
戦
っ
て
た
場
所
。

ヒ
ュ
ウ
ウ
ウ
ン
！
！

「
！
？
」

フ
ォ
ス
タ
ー
も
反
応
し
て
い
た
。
テ
ィ
キ
は
分
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

『
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
 

Ｌ
ｖ
．
５
。
１
３
体
。
』

１
３
・
・
・
・
。
フ
ォ
ス
タ
ー
行
く
の
か
！
？

「
フ
ォ
ス
タ
ー
！
！
Ｌ
ｖ
分
か
っ
て
る
の
か
！
！
？
？
」

だ
が
フ
ォ
ス
タ
ー
は
や
め
な
か
っ
た
。

『
ク
ロ
ス
・
ベ
ル
！
』

チ
ャ
リ
ー
ン
。
チ
ャ
リ
ー
ン
。
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
は
こ
っ
ち
に
来
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。
人
間
に
は
害
が
無
い
よ
う
だ
。

『
プ
ル
ル
ル
』

こ
ん
な
時
に
電
話
！
？
電
話
先
！
？
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
か
？

ガ
ン
！

携
帯
を
破
壊
し
て
や
っ
た
。

『
ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
'

ｓ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
』

人
形
？
！
？
と
思
っ
た
時
に
は
変
化
し
て
た
。

す
る
と
、
テ
ィ
キ
が
何
か
叫
ん
だ
。

「
今
、
フ
ォ
ス
タ
ー
に
は
時
の
救
済
者
の
目
が
つ
い
て
い
ま
す
。
左
目
は
ト
モ
。

そ
し
て
右
目
が
フ
ォ
ス
タ
ー
で
す
。

本
部
か
ら
の
報
告
で
す
か
ら
。
」

！
？
や
っ
ぱ
り
？
救
済
者
・
・
・
・
。
ガ
ッ
！
腹
を
つ
か
ま
れ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
で
す
か
？
ト
モ
。
テ
ィ
キ
の
方
が
使
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か

？
」
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そ
う
し
て
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
た
。

『
ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
 

ｗ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
 

ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｖ
ｅ
ｓ
！
』

『
ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｆ
 

ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
！
』

腹
か
ら
手
が
無
く
な
っ
た
。
ガ
ハ
ッ
！
！

「
テ
メ
ェ
・
・
・
！
！
」

怒
り
狂
っ
た
。
ト
モ
。

パ
タ
パ
タ
パ
タ
。
。
。
。
。
。

「
？
ル
ル
ー
か
。
何
し
て
る
の
？
」

実
の
天
使
。
顔
は
無
い
け
ど
。
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
み
た
い
な
感
じ
。

「
・
・
・
・
。
」

！
？
フ
ォ
ス
タ
ー
！
！

「
や
め
ろ
！
！
！
！
」

ガ
ン
！
！

『
ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ
 

ｏ
ｆ
 

ｔ
ｈ
ｅ
 

ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
』

死
ね
。
！
？
手
応
え
が
無
か
っ
た
。

「
流
石
に
Ｌ
ｖ
５
で
す
ね
ー
」

「
手
加
減
は
ね
ぇ
ぞ
。
」
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Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
３
：
大
切
な
モ
ノ

ト
モ
は
剣
を
構
え
た
。
フ
ォ
ス
タ
ー
は
グ
ロ
ー
ブ
を
つ
け
、
攻
撃
態
勢
に
入
っ

て
い
る
。

「
フ
ォ
ス
タ
ー
。
Ｌ
ｖ
．
５
な
ん
て
生
半
可
な
相
手
じ
ゃ
な
い
。
」

「
そ
ん
な
の
分
か
っ
て
る
。
」

・
・
・
。
フ
ォ
ス
タ
ー
を
じ
っ
と
み
て
、
構
え
た
。

「
ボ
ー
ッ
と
す
る
な
。
」

そ
こ
に
１
人
現
れ
た
。

「
リ
リ
さ
ん
！
？
」

そ
こ
に
は
蝶
を
つ
れ
て
来
て
い
た
。

フ
ッ
と
ひ
と
笑
い
を
し
て
、
す
っ
と
手
を
挙
げ
た
。
す
る
と
、
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ

ｏ
ｌ
ｌ
は
一
瞬
で
消
え
た
。

『
ｗ
ｉ
ｃ
ｋ
ｅ
ｄ
 

ｂ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｆ
ｌ
ｙ
．
』

「
！
！
！
！
！
」

ま
さ
か
だ
っ
た
。

『
ｗ
ｉ
ｃ
ｋ
ｅ
ｄ
 

ｂ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｆ
ｌ
ｙ
 

＆
ａ
ｍ
ｐ
；
 

ｋ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ

 
Ｈ
ｏ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
．
Ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ｈ
．
』

コ
イ
ツ
は
？
リ
リ
か
？
で
も
？
姿
は
一
緒
だ
。

「
い
つ
の
間
に
？
邪
悪
な
蝶
と
殺
し
屋
蜂
な
ん
て
？
」

そ
う
言
う
と
リ
リ
は
泣
き
そ
う
な
顔
に
な
り
、
ト
モ
に
、

「
未
来
は
ミ
ル
の
敵
だ
っ
た
。
」

そ
う
つ
ぶ
や
い
た
。

そ
う
し
た
時
、
真
実
の
管
理
人
が
前
を
通
っ
た
。

「
未
来
は
、
オ
レ
ら
の
敵
な
の
か
？
」

そ
う
聞
い
た
ら
、
リ
リ
は
泣
い
て
し
ま
っ
た
。

「
こ
ん
な
奴
泣
か
し
た
く
ね
ぇ
ん
だ
よ
。
」

そ
う
し
て
も
管
理
人
は
答
え
な
か
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
、
未
来
を
変
え
、

ス
テ
ラ
を
討
つ
。
そ
れ
が
最
優
先
だ
っ
た
。
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「
グ
サ
ッ
！
！
」

は
っ
！
！
腹
か
？
ま
た
か
よ
・
・
・
・
・
！

「
力
は
抜
い
と
い
た
。
」

フ
ォ
ス
タ
ー
？
お
前
は
ま
で
聞
こ
え
た
が
、
そ
の
後
は
眠
た
く
な
っ
て
聞
こ
え

な
か
っ
た
。

真
実
の
瞳
？
ア
イ
ツ
は
呪
い
だ
。
右
目
？
は
誰
・
・
・
？
だ
？

ま
さ
か
！
！

「
ユ
ウ
！
！
！
！
！
お
前
か
！
？
」

き
ら
れ
た
。
ま
さ
か
右
目
は
存
在
し
な
い
？
な
ん
て
。

「
左
目
は
奪
い
取
る
。
お
前
に
は
こ
の
、
聖
な
る
十
字
架
は
背
負
っ
て
ほ
し
く

な
い
。
」

聖
な
る
だ
と
？
な
ん
で
？

「
お
前
ま
だ
分
か
っ
て
な
い
の
か
？
オ
レ
と
お
前
は
右
目
と
左
目
。
そ
し
て
、

左
目
の

適
任
者
は
テ
ィ
キ
。
お
前
が
死
ね
ば
テ
ィ
キ
に
移
る
。
そ
し
て
、
適
任
者
で
は

な
い
お
前
は
、
灰
に
な
る
。
」

な
ん
で
？
じ
ゃ
ぁ
左
目
の
権
利
は
失
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
？
そ
う
か
！
！
テ
ィ
キ
！

？
な
ん
で
！
？

「
テ
ィ
キ
！
！
！
」

危
な
か
っ
た
。
左
目
は
無
事
だ
っ
た
が
右
目
が
潰
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
グ
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
」

ハ
ハ
ハ
と
少
し
笑
っ
て
刺
し
て
い
っ
た
。
グ
ハ
ッ
！

「
ミ
ル
？
あ
そ
こ
に
い
る
の
は
？
」

ミ
ル
だ
っ
た
。
ユ
ウ
が
生
命
体
復
活
の
本
を
読
ん
で
い
て
出
来
た
ら
し
い
。
嘘

っ
ぽ
い
が
。

「
何
！
？
」

ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
、
ト
モ
を
見
た
。

「
た
だ
い
ま
。
で
も
記
憶
は
さ
っ
き
流
さ
れ
ま
し
た
。
ト
モ
さ
ん
。
フ
ォ
ス
タ

ー
。
何
し
て
る
の
？
」

そ
し
て
少
し
球
体
を
触
っ
て
、
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「
殺
し
ま
す
よ
？
僕
の
大
事
な
仲
間
に
。
フ
ォ
ス
タ
ー
。
」

そ
し
て
右
目
の
権
利
は
ト
モ
、
左
目
の
権
利
が
ミ
ル
へ
と
移
行
さ
れ
た
。
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Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
４
：
呪
い
の
．
．
．
。

「
フ
ォ
ス
タ
ー
．
．
．
．
。
」

と
、
少
し
笑
い
卑
怯
者
と
い
っ
て
目
つ
き
が
悪
く
な
っ
た
。

「
テ
ィ
キ
。
調
子
に
乗
ら
す
た
め
の
演
技
。
あ
り
が
と
う
。
」

混
乱
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
そ
う
吐
き
捨
て
た
。
で
も
す
ぐ
に
、
ま
た
左
目
だ
け

を
狙
っ
て
き
た
。

「
十
字
架
の
残
量
が
っ
！
！
ト
モ
！
や
め
ろ
！
」

ガ
シ
ッ
！
！

「
フ
ォ
ス
タ
ー
・
・
・
・
・
・
・
。
さ
よ
な
ら
。
」

『
ミ
ラ
ー
＝
フ
ォ
ス
テ
ル
。
』

さ
よ
な
ら
。

．．．グ
ッ
シ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
ァ
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

「
ト
モ
！
」

「
シ
ャ
ニ
ー
。
ニ
ー
ム
に
い
る
ん
で
す
か
。
」

ピ
ー
ピ
ー
ピ
ー
．
．
．
。

無
線
が
入
っ
て
き
た
。

「
こ
ち
ら
～
長
野
ぉ
暗
証
番
号
２
８
７
６
３
。
」

［
ミ
ル
？
そ
っ
ち
の
状
況
は
？
］

「
こ
ち
ら
～
死
者
１
人
。
氏
名
ミ
ラ
ー
＝
フ
ォ
ス
テ
ル
。
」

［
な
に
が
あ
っ
た
の
？
］

「
フ
ォ
ス
タ
ー
の
反
逆
行
為
に
対
し
、
罰
を
執
行
し
ま
し
た
。
幹
部
長
殿
～
こ

れ
に
対
し
て
の
反
省
な
ど
？
」

［
ミ
ル
。
あ
な
た
に
刑
を
執
行
し
ま
す
。
３
ヶ
月
の
本
部
監
禁
で
す
。
］

「
！
！
な
ん
で
・
・
・
で
す
か
？
」
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ツ
ー
ツ
ー
．
．
。

「
な
ん
で
っ
！
！
」

少
し
ミ
ル
の
目
に
涙
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
ト
モ
。
僕
の
代
わ
り
・
・
・
。
そ
う

す
こ
し
呟
い
て
本
部
に
向
か
っ
た
。

「
ル
ル
ー
。
慰
め
て
く
れ
る
の
か
？
」

ぱ
た
ぱ
た
．
．
．

蝶
は
い
い
な
ぁ
。
少
し
そ
う
思
っ
た
。

本
部
に
向
か
う
途
中
、
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
に
多
く
で
あ
っ
た
。
途
中
で
死

に
た
か
っ
た
。

で
も
死
ね
な
か
っ
た
。

「
後
ろ
が
ら
空
き
だ
よ
ン
★
」

え
！
？
グ
ッ
シ
ャ
ァ
ァ
ァ
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！

「
う
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
！
？
」

異
常
な
ほ
ど
叫
ん
だ
ミ
ル
に
後
か
ら
つ
け
て
た
シ
ャ
ニ
ー
は
び
っ
く
り
し
た
。

「
も
う
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
ぐ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
や
め

ろ
ぉ
っ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
お
！
」

今
。
な
に
が
お
こ
っ
て
い
る
の
か
。
　

「
ス
テ
ラ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
く
っ

っ
っ
っ
そ
ぉ
ぉ
ぉ
っ
ぉ
」

も
し
か
し
て
！
？
十
字
架
が
！
！
？
？

十
字
架
が
黒
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
呪
い
の
最
終
地
帯
。

す
る
と
、
ミ
ル
の
目
つ
き
が
変
わ
っ
た
。

「
お
前
ら
．
．
．
．
。
呪
い
の
演
奏
者
の
力
見
せ
て
や
る
．
．
．
．
。
」

そ
う
呟
い
て
血
を
吐
き
捨
て
た
。

「
ミ
ル
！
目
が
！
」

目
は
、
呪
い
に
よ
り
崩
れ
、
新
し
く
、
周
り
に
模
様
が
描
か
れ
た
目
に
な
っ
た
。

「
呪
い
の
シ
ャ
ー
プ
。
第
２
。
」

そ
こ
に
は
不
快
な
音
響
と
共
に
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
が
崩
れ
た
。

「
悪
魔
の
音
階
。
」
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「
最
後
に
な
ん
か
言
わ
せ
て
や
る
よ
。
」

余
裕
だ
っ
た
。

「
十
字
架
の
音
響
」

ク
ロ
ス
・
サ
ウ
ン
ド

す
る
と
右
手
が
十
字
架
の
よ
う
に
な
り
、
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
 

ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
が
灰
に
な
っ

た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

白＆黒-To a world end-
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